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昨年 11月 の結成総会

後準備 していました会の

活動の一環 として、 20

07年 2月 22日 、都内

において、経済同友会終

身幹事の品川 さんをお迎

えして、講演会を開催 し

ました。参加者は40名

を越え、 2時 間を越える

迫力ある講演に、会場は

感動に包まれました。

講演終了後、講師の著

書のサインセールを行い、

事務局が用意 した 30冊

ほ完売されました。

各aE書の戴想から

憲法のこと、九条のこ

とを考えている多くの人

が業界にいること自体に

驚きました。

品川 さんの話は、実体験

に基づ く迫力に圧倒 され

ました。そ して、いわゆ

る大企業の経営者がこの

ような考え方を持つてい

ると言 うことに感動 しま

した。数年前か ら、 日本

はどこかおかしな方向に

行つているなと感 じてい

ました。そんなときに、

品川 さんの話を聞いて、

何がおか しいのか少 し分

かつたような気がしまし

た。

「アメリカと日本の価値

観は違 う」 「戦争をして

いる国と戦争をしないと

誓つている国」の指摘は、

仕事を通 じて見ているア

メリカ感が変わったよう

な気がします。

このような勉強の機会を

また作っていただきたい

と思います。また、憲法

のことを通 じて懐かしい

人に会えたのも良かつた

と思つています。

( K . M )

品 川 さん の重みのあ
る言葉で、はっきりと話

す姿に説得があり印象的

でした。

「死ぬこと」を前提に

し志願 して戦場の前線に

立ったことを話す。今で

も多くの元兵士の人々が

自分の過去と向き合えず、

隠 しながら生きているこ

とと比べて、とても勇気

ある姿に見えました。 自

分の体験を 「他のもつと

大変な人の前ではおこが

ましくてはなせない」と

の言葉も生々しく感 じま

した。

自分の戦争体験を他人

に話す ときに、 「論理的

に普遍的に語る」姿勢が

に じみ出ていま した。

「どんな場合でも権力は
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国民の目で見なければな

らない」 「戦争は天災や

天変地異ではない」など、

戦争反対にかける思いの

なかに冷静な科学の目が

横たわつていることが言

葉の端々に感 じられまし

た。        |

私は歴史学を研究して

いる大学院生です。品川

さんが 「戦争になれば武

力が導入 されるだけで|な

く勝つためにすべてが動

員 される。社会科学も歴

史学も。」とい う言葉が

忘れられません。

自分の過去 ・日本の過去

に真摯に向き合お うとす




